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一
【
北
京
u
f
山
本
秀
也】
一

朱
局長は

言
語
建一
に
反
対
す
る」
と
署
し
た。

一一
台
湾
の
重
樫
思
努
英
国一
の
公
民
河
漣
い」
と
し
た
う一
こ
れ
は、
届
家
瑛・
中
圏
外
相

一一
訪
問
に
出
発
し
た
こ
占
を
受
肘
七え
を1
併
合を
「
固
と
国
の
関一
が
今
年
三
月
の
記
者
会
見
で、

”一
て
中
間
外
務
省
は
二
十
七
日、
一
係」
と
し
た
昨
年
七
月
の
「一
二
李
氏
の
訪
日
が
実
現
す
れ
ば

二
外
交
ル
l
ト
を
通
じ
て
英
国
政一
国
論」
な
ど
中
闘
が
李
氏
に
下一
「
中
日
間
に
長
年
築
い
て
き
た

L
府に
厳直
抗
議
し
た
こ
と
を
明一
し
た
。罪
状。
を
重
ね
て
指一
友
好
協
力
関
係
を
根
斡
か
ら
危

一一
ら
か
に
し
た。
「
ど
ん
な
身
分一
摘。
「
公
職
を
辞
め
た
と
はい一
う
く
す
る」
と
述べ
た
こ
と
と

－一
や
名
義
で
の
外
国
訪
問
に
も
断一
え、
依
然
か
た
く
な
に
台
湾独一
一
致
す
る。

＝
固
反
対
す
る」
（
朱
邦
造・
同一
立
を
堅
持
し、
祖
国
の
分
裂
活一

巾
国
側
と
し
て
は、
議
登
輝

ニ
省
報
道
局
長）
と
いっ
た
激
し一
動
を
続
け
て
い
る」
と
述べ、
一
氏
の
訪
問
受
け
入
れ
固
に
は
対

＝
い
反
発
は、
李
登
輝
氏
が
完
全一
無
冠
の
李
氏
が
持
つ
影
響
力へ一
中
関
係
の
後
退
とい
う
「
代

一
な
「
私
人」
と
い
う
立
拐
を
生一
の
懸
念
を
に
じ
ま
せ
た。

一
償」
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
で、

こ
か
し
て
対
外
活
動
を
展
開
す
る一

さ
ら
に、
朱
局
長
は
い
か
な一
ピ
ザ
（
控
証）
発
給
を
抑
え
る

こ
こ
とへ
の
響
戒
で
あ
り、
訪
英一
る
李
登
輝
氏
の
外
国
訪
問
に
も一
構
え
だ。

←一
の
延
長
線
上
に
米
圏、
日
本
な一
反
対
す
る
と
と
も
に、
訪
問
受一
中
英
の
外
務
当
局
は、
フ
！

こ
ど
他
の
主
要
国
訪
問
の
影
を
見一
け
入
れ
固
に
対
し
て
も
「
李
登一
ン
英
国
防
相
を
北
京
に
迎
え
て

越
し
た
け
ん
制
に
ほ
か
な
ら
な一
輝
の
祖
国
分
裂、
統一
破
墳
の一
国
連
平
和
維
持
活
動
（
P
K

ぃ。

行
い
に
場
所
を
提
供
す
る
こ
と一
O）
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
二

泊叶制，b官

’00. 6. 

十
八
日
ま
で
開
催。
二
十
七
口

タ
の
時
点
で
め
だっ
た
「
代・

償」
は
長
商
化
し
て
い
な
い
状一

般
だ。

一

江
沢
民
・
中
国
国
家主
席
は一

二
十
六
日、
台
湾
工
業
総
会
の

視
察
団
と
北
京
で
会
い、
台
湾

当
局
に
よ
る
「一
つ
の
巾
国」

原
則
の
確
認
が
「
平
和
統
こ

の
前
提
で
あ
る
と
述べ
る
な

ど、
中
国
側
で
は
原
則重
視
の

巾
台
交
流
を
続
け
て
い
る。
二

十
七
日
か
ら
は、
李
畿
輝
政
帽

の
金
庫
革命
と
呼
ば
れ
た
劉
泰
英

．
前
国
民
党
投
資
事
業
管
理
委

員
会
主
任
愛
貝
が
中
国
東
部
の

山
点省
を
訪
問、
中
国
側
と
の

接
触
に
闘
心
も
出
て
い
る。

\,_;' 

中国　台湾前総統　訪英に反発　厳重抗議「なお祖国分裂活動」　産経新聞-2000.06.28


